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2.4.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
宇部雅彦 地域特産メニュー抽出手法の提案 
旅行や出張に行ったときに地域特産料理に対して需要を持つが，旅行ガイドブック等に掲載さ
れない知名度の低い料理を見つけることは難しい．そこで，このような地域特産料理を抽出す
る手法として，グルメサイトを利用したウェブスクレイピングによるメニュー収集を提案した．
本手法は，一定地域内において複数店舗で取り扱われているもので，8大都市圏で提供されて
いないメニューを検索することで地域特産料理かどうか判断した．（200 字以内） 
野々村翔 オノマトペを用いたグミの推薦 
近年，五感を用いたデータベース検索が活発化している．本研究では，客観的な推薦が可能な
システムとして，微妙な差異の表現が必要なグミの食感を対象にしたオノマトペによる検索シ
ステムを提案する．オノマトペ用語は，使用頻度の観点からグミの販売・評価 Web サイトより
複数のアンケートによってグミの食感とオノマトペの関連をデータベース化した．このデータ
ベースによるシステムを構築し，評価実験によりその有用性を示した． 
村瀬昴 車両群としてのエコドライブアシストシステムの研究 
環境保護の関心が高まり，エコドライブに関する研究や取り組みが増加している．しかし，ほ
とんどが車両単体としての取り組みであり，車両群としての研究は少ない．これを実現するた
めには，対象の絞られた車車間通信によって様々な種類のデータを送受信する必要がある．本
研究では，赤外線 LED による光通信を用いた車車間通信プロトコルを考案し，その際に用いら
れるパケットやシーケンスを明確にした． 
湊崇文 FlexSensor を用いた自動車操縦インターフェースの開発 
障害者の多くが，自分で自動車を運転することを望んでいる．しかし，実用化されている自動
車操縦インターフェースは，障害の部位や程度による車のカスタマイズを必要としておりコス
トが高い．そこで，曲げセンサである FlexSensor を体の可動部位のいずれかに用いることで，
車のカスタマイズを必要としないインターフェースを提案した．また，ドライビングシミュレ
ータによって，センサを指に取り付けた場合の操作性について検討した． 
佐々木翔生 インターナショナルドライビングシミュレータの開発-実世界を反映した他車輌の表現- 
海外渡航の機会が増加しているが，海外での自動車運転は交通法規や車輌仕様等の違いに慣れ
が必要である．そこで，これまでインターナショナルドライビングシミュレータの研究を進め
てきた．本研究では，現地の道路マナーで運転する他車両をシミュレータ上に実装するため，
海外の実環境において GNSS により得られる位置情報をもとに，直線やカーブ，交差点での右左
折を現実に近い形で滑らかに走行させる手法を提案した． 
仁多見遼 部屋番号のパターンを用いた屋内ナビゲーションシステムの提案 
複数の建物がある大学等のキャンパスでは，目的の部屋に到着するまでに屋外から屋内へのシ
ームレスなナビゲーションが必要である．本研究ではその一環として，新規のインフラを導入
せずに部屋番号の付与パターンを利用することで，建物内において部屋案内が可能なスマート
フォンアプリを提案した．研究として，まず部屋番号の付与パターンと部屋の配置の関係につ
いて調査し，その結果を用いて導入したシステムの有効性を検証した． 
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永澤修平 KINECT を用いた脊柱部分のリハビリテーション効果の可視化 
リハビリテーション現場では，患者のモチベーション向上や医療従事者の適切な判断のために，
効果を数値化，可視化することが望まれる．特に，脳卒中患者を対象にした脊柱から骨盤に至
る部分の数値化や可視化は難しく，安価なシステムはない．そこで本研究では，KINECT を用い
た 3次元座標取得により，対象部分におけるリハビリテーション効果をリアルタイムで数値化，
可視化するシステムを提案し，その計測精度について検討した．  
野本吉之介 カメラを用いた書類管理システム 
デスクワークでは，非常に多くの書類が配布される．読み終えた書類を分別し，種類ごとにフ
ァイルに綴じるのは手間がかかる．そのため，書類を机の隅に山積みにしがちである．そうな
ると，書類を見つけ出すのに時間がかかり，仕事の効率が低下してしまう問題が発生する．本
研究では，ウェブカメラを用いて山積みされた書類を撮影し，書類の情報をデータベース管理
し，ユーザーが書類を見つけ出す手助けを行うシステムを構築する． 
八重樫拓 
 
重ね着表現に対応させたコーディネーション相談システム 
服装の購入や着用の際，友人にコーディネーションを相談することがある．しかし，遠隔地に
いる友人に対して，実物を相手に見せることができない．そこで，本研究室では視覚的な情報
を用いて友達にコーディネーションの相談ができるシステムを提案し，研究を進めてきた．現
在，利便性を向上させるため，スマートフォンを用いた重ね着表現機能を追加している．本研
究ではそのうち，アップロード機能の開発と動作確認を行った． 
(b) 博士(前期)論文概要 
加藤大樹 分散 SNS によるコミュニケーション支援の研究 
近年，直接会える友達を作る意思があっても作れない人が多い．そこで，直接会える友達作り
を支援する分散 SNS を提案した．提案システムでは，ある場所に同時間帯にいることを最優先
として友達候補をリストアップする．また，実際に会った時の話題として提供するための Q/A
を用意する． まず，最初に大学生を対象にコミュニケーションシステムを開発した．次に，趣
味の要素が強い店舗を対象に，常連客同士のコミュニケーションや販売促進を目指したシステ
ムの研究開発を進めた．大学生を対象にしたシステムを導入した結果，場所と時間の一致度を
重視した友達リクエストが実施され，それを承認した学生が多いという結果を得た． 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 加藤大樹，村田 嘉利，齊藤義仰，“ロケーション・時間・プロファイル情報を用いた友達支援システムの提案”，
情報処理学会 コンシューマ・デバイス＆システム（CDS）研究会，CDS8-6，2013 年 9 月 
2) 宇部雅彦，村田嘉利，鈴木彰真，“地域特産メニュー抽出手法の提案”，情報処理学会 第 76 回全国大会，1N-7，
2014 年 3 月 
3) 野々村翔，鈴木彰真，村田嘉利，“オノマトペを用いたグミの推薦”，情報処理学会 第 76 回全国大会，4N-3，
2014 年 3 月 
4) 村瀬昴，鈴木彰真，村田嘉利，“車両群としてのエコドライブアシストシステムの研究”，情報処理学会 第
76 回全国大会，4U-1，2014 年 3 月 
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5) 湊崇文，鈴木彰真，村田嘉利，“FlexSensor を用いた自動車操縦インターフェースの開発”，情報処理学会 第
76 回全国大会，4U-4，2014 年 3 月 
6) 佐々木翔生，鈴木彰真，村田嘉利，“インターナショナルドライビングシミュレータの開発-実世界を反映した
他車輌の表現—”，情報処理学会 第 76 回全国大会，5U-2，2014 年 3 月 
7) 仁多見遼，鈴木彰真，村田嘉利，“部屋番号のパターンを用いた屋内ナビゲーションシステムの提案”，情報処
理学会 第 76 回全国大会，6V-3，2014 年 3 月 
8) 永澤修平，鈴木彰真，村田嘉利，“KINECT を用いた脊柱部分のリハビリテーション効果の可視化”，情報処理
学会 第 76 回全国大会，1ZE-2，2014 年 3 月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 加藤大樹,宇部雅彦，情報処理学会，学生スマートフォンアプリコンテストアイデア賞，アンドロイドシェフ，
クッキングアシストレシピ，2013 年 9 月 13 日 
2) 宇部雅彦 情報処理学会第 76 回全国大会，学生奨励賞 “地域特産メニュー抽出手法の提案” 2014 年 3 月 11
日 
3) 湊崇文 情報処理学会第 76 回全国大会，学生奨励賞 “FlexSensor を用いた自動車操縦インターフェースの開
発”2014 年 3 月 11 日 
 
2.4.4. その他の活動 
1) 以下の外部講師による講演を行った． 
講演者：株式会社クーシー 盛岡研究室 室長 三上 洋介氏 
講演題目：最新 Web 業界動向について 
日時：２月７日（金）１５：００～ 
2) 大学説明会，オープンキャンパスにおいて，研究室紹介，研究内容紹介を行った． 
  
